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９
月

日
（
土
）
午
前
、
余
野
公
園
な
ら

２２

び
に
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
・
ア
ゼ
リ
ア
を
会
場

に
、
柘
植
地
域
で
初
め
て
の
移
住
者
交
流
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
８
家
族

名
の
移
住
者
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の
み
な
さ
ん
と
、
伊
賀
市
移
住
交
流
担
当
者

な
ら
び
に
運
営
ス
タ
ッ
フ
９
名
の
合
わ
せ
て

名
が
参
加
、
朝
方
の
雨
も
次
第
に
上
が
り
、

２２自
己
紹
介
の
後
、
余
野
公
園
散
策
（
Ｓ
Ｌ
と

余
野
公
園
管
理
棟
の
見
学
）
を
し
ま
し
た
。

短
い
時
間
で
し
た
が
、
ア
ゼ
リ
ア
で
飲
物

と
軽
食
で
歓
談
。
移
住
し
て
き
た
理
由
や
柘

植
の
魅
力
・
地
域
へ
の
期
待
な
ど
楽
し
く
話

し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

知っていますか？
移住しやすい街、「伊賀市」が最高ランクに！

ＡＥＲＡ（朝日新聞出版2015年9月14日号）

の特集「移住しやすい街110」で、伊賀市は

三重県で唯一、最高ランク三つ星を獲得！！

2016年4月、市「地域づくり推進課」に、移住に関するさ

まざまな相談に総合的に対応する窓口「移住コンシェルジュ」

が新設されました。また、移住の促進と空き家の有効活用を図

るため、市外から定住を目的に転入する人が空き家を取得した

際の経費の一部を補助したり、市内で空き家バンク物件を活用

して家庭菜園を楽しみたい人には、農地取得の下限面積が緩和

されたりしています。お知り合いの方で移住を考えている方が

おられるようなら、教えてあげましょう！
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移住者交流会開催しました！



【2】

平成28年度～30年度累積の移住者実績で、

なんと、柘植地域が第１位☄

伊賀市には、自治協議会（地域）が３９

ありますが、その中で、市のコンシェルジュが関係し

た移住実績は市内６２世帯中、柘植地域８世帯でトッ

プだそうです。

担当者によると、その理由

は「交通の便がよい（市内の

玄関的な位置）こと」や、「ま

ちづくり活動など地域の取り

組みがしっかりしているこ

と」にあるのではないかとい

うことでした。

１面つづき

と
れ
た
て

黒
豆
枝
豆
、
提
供
の
お
知
ら
せ

特
産
品
創
出
事
業
実
行
委
員
会

今
年
度
、
実
行
委
員
会
で

栽
培
し
て
い
る
黒
豆
の
成
長

は
順
調
で
、
柘
植
地
域
の
み

な
さ
ま
に
美
味
し
い
黒
豆
の

枝
豆
を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、
黒
豆

の
枝
豆
を
提
供
い
た
し
ま
す
。

※
提
供
日
時
・
場
所
等
は
決
ま
り
次
第
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
告
知
し
ま
す
。

９
月

日
（
水
）
午
後
、
ゆ
め
ぽ

２６

り
す
セ
ン
タ
ー
で
地
域
づ
く
り
推
進

課
主
催
の
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
伊
賀
市
内
自
治
協
か
ら

名
が
参
加
。

４９

「
地
域
に
お
け
る
防
犯
・
防
災
活
動
」
を
テ

ー
マ
に
、
柘
植
地
域
か
ら
は
「
防
犯
」
に
つ

い
て
は
町
田
盛
次
生
活
環
境
部
会
長
と
森
下

仁
下
町
区
長
が
、
ま
た
、
「
防
災
」
に
つ
い

て
は
、
自
主
防
災
役
員
の
服
部
文
昭
さ
ん
、

中
村
友
香
さ
ん
、
亀
井
久
次
さ
ん
、
新
輝
美

さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｍ
ブ
リ
ッ
ジ
・
澤
卓

也
さ
ん
か
ら
、
身
の
回
り
に
あ
る
様
々
な
課

題
を
「
見
え
る
化
」
し
、
「
我
が
事
化
」
す

る
と
い
う
手
法
を
学
び
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
話
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

と
話
し
合
い
の
ね
ら
い
を
明
確
化
し
た
上

で
、
小
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
話
し
合
い
の
ル
ー

ル
に
基
づ
き
、
対
話
の
素
材
を
洗
い
出
し
た

り
、「
協
働
デ
ザ
イ
ン
カ
ー
ドJ

o
i
n
t
&
J
o
i
n
t

」

（
左
枠
参
照
）
を
使
っ
て
課
題
解
決
の
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
っ
た
り
評
価
し
合
っ
た
り
し

ま
し
た
。

Joint＆Jointで取り組むこと

【自分カード】

誰かの視点で考

えるトレーニン

グ

【パートナーカード】

誰かと一緒にで

きることを考え

るトレーニング

【テーマカード】

社会や地域の「ニ

ーズ」に気づく

トレーニング
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【3】

実
際
に
、
自
宅
か
ら
避
難
所
ま
で

自
主
防
災
実
行
委
員
会

訓
練
想
定

月
７
日
（
日
）
午
前
２
時
頃
、
地
震
発
生
！

１０
夜
明
け
後
、
午
前
８
時
、
避
難
指
示
（
放
送
）

各
組
各
区
で
安
否
確
認
、
指
定
避
難
所

開
設
の
た
め
の
作
業
を
開
始
す
る
こ
と
に･

･
･

防
災
訓
練
の
詳
細
は
、
９
月

日
便
で
各
戸
配

15

付
し
た
黄
色
い
用
紙
（
左
）
に
出
て
い
ま
す
。

※
９
月

日
付
Ｈ
Ｐ
の
お
知
ら
せ
も
ご
覧
く
だ
さ
い

14

柘
植
地
域
の

災
害
に
線
引
き
は
な
い
！

隣
接
地
域
と
も

が
っ
ち
り
協
力

が
っ
ち
り
協
力
を
！

山
林
や
水
田
等
、
小
杉
区
西
部

は
鞆
田
地
域
の
上
鞆
田
区
・
東
湯

舟
区
と
地
域
を
ま
た
い
だ
関
係
が

昔
よ
り
あ
り
ま
す
。

万
一
、
大
き
な
災
害
が
起
こ
っ

た
際
に
は
、
県
道

号
（
柘
植
信
楽
線
）
を

５０

介
し
て
地
続
き
で
あ
る
「
上
友
田
区
」
と
の

協
力
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

加
え
て
、
滋
賀
県
境
の
高
嶺
か
ら
小
杉
・

中
柘
植
・
楯
岡
に
か
け
て
敷
設
さ
れ
て
い
る

農
免
道
路
は
小
杉
区
住
民
に
と
っ
て
は
生
活

に
欠
か
せ
な
い
道
路
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
農
免
道
路
の
周
縁
部
に
あ
る
水
田
・
山

林
地
帯
は
野
村
区
・
中
柘
植
区
も
上
友
田
区

と
接
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
９
月

日
２６

（
水
）
午
前
、
防

災
面
の
話
題
で
鞆

田
地
域
と
懇
談
す

る
機
会
を
持
ち
ま

し
た
。

鞆田地域

西柘植地域

於：鞆田地区市民センター

ま
た
、
９
月

日
（
木
）
午

２７前
に
は
、
上
村

区
・
中
柘
植
区

が
生
活
エ
リ
ア

と
し
て
隣
接
し

て
い
る
西
柘
植

地
域
と
も
懇
談

の
機
会
を
も
ち

ま
し
た
。

特
に
上
村
区

と
中
出
区
の
川

村
組
は
混
住
の

現
状
が
あ
り
、

日
常
生
活
あ
る

い
は
選
挙
投
票

所
な
ど
、
す
で

に
付
き
合
い
が

深
く
あ
る
土
地

柄
で
す
。

そ
も
そ
も
柘
植
川
を
は
さ
ん
で
位
置
す
る

中
柘
植
区
・
上
市
場
区
・
上
村
区
・
中
出
区

は
柘
植
川
の
氾
濫
次
第
で
上
村
橋
・
上
市
場

橋
が
生
命
線
と
も
な
り
え
る
地
域
で
す
。

昭
和

年
の
台
風
時
の
被

２８

害
の
経
験
も
あ
り
、
今
後
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
、

お
互
い
に
つ
な
が
り
を
深
め

る
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

於：西柘植地区市民センター
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【4】

９
月

日
（
木
）

２０

午
前
、
市
民
セ
ン
タ

ー
で
、
市
の
交
通
政

策
課
職
員
・
伊
賀
支

所
交
通
担
当
職
員
を

囲
ん
で
懇
談
を
し
ま

し
た
。
会
議
に
は
柘

植
駅
を
核
と
す
る
公

共
交
通
の
あ
り
方
検

討
委
員
ほ
か
６
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

懇
談
で
は
、
①
観
光
力
向
上
の

た
め
の
跨
線
橋
展
示
②
ハ
イ
カ
ー

等
の
利
便
性
向
上
の
た
め
の
外
ト

イ
レ
設
置
③
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
と

し
て
の
駅
前
開
発
④
観
光
と
住
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の
バ
ス
路

線
整
備
⑤
駅
の
完
全
無
人
化
の
問

題
点
等
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を

し
ま
し
た
。

今
後
も
市
行
政
に
も
知
恵
を
出

し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
Ｊ
Ｒ
も

含
め
て
話
し
合
い
を
重
ね
て
い
く

予
定
で
す
。

次
回
は
、

月
５
日
（
金
）
午
前

１０

９
時
か
ら
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、
委

員
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

柘
植
駅
を
核
と
す
る
公
共

交
通
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

柘植小学校運動会
９月15日（土）、雨の

都合で１時間遅れの開

始でした。４５６年の

新種目「フラッグ運動」

に目を見張りました。

☆
★
事
務
局
だ
よ
り
☆
★

▼
上
で
紹
介
し
た
小
学
校
の
運
動
会
。
こ
こ
３
年
ほ

ど
何
か
雨
に
た
た
ら
れ
て
い
る
感
じ
で
す
。
▼
ま
ち

協
を
は
じ
め
、
市
議
会
議
員
、
各
区
長
や
市
民
セ
ン

タ
ー
、
人
権
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
来
賓
と
し
て
招
待
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
、
ふ
と
来

賓
同
士
で
建
前
ぬ
き
の
本
音
の
話
で
盛
り
上
が
っ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
運
動
会
と
い
う

雰
囲
気
が
そ
う
さ
せ
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
▼
同

様
に
、
応
援
席
の
各
テ
ン
ト
。
ふ
だ
ん
は
顔
を
合
わ

さ
な
い
保
護
者
同
士
、
あ
る
い
は
日
頃
は
時
間
の
す

れ
違
い
で
会
話
が
少
な
い
家
族
内
で
も
、
子
ど
も
を

ダ
シ
に
話
せ
る
よ
い
機
会
に
な
っ
て
い
る
と
想
像
し

ま
す
。
▼
こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す

る
と
お
互
い
の
気
分
も
高
揚
し
、
ふ
だ
ん
に
は
な
い

良
い
つ
な
が
り
づ
く
り
が
で
き
る
機
会
だ
と
思
い
ま

す
。
区
を
越
え
た
柘
植
地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り
の

場
を
ま
ち
協
活
動
で
作
り
だ
せ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

月
７
日
午
後
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
す
。

（
西
田
方
計
）

10
柘植地域の

情報共有を

進めたい！
柘植地域まちづくり

協議会のホームページ

リニューアルしてから

約２年が経過しました。

まち協では過去にス

マホ講習会を開催するなど取り組んできました。ぜ

ひＱＲコードを読み取って、スマホで柘植地域の情

報をゲットしてください。便利なリンクも付いてい

ます。よりよいホームページづくりのため、使用し

ていただいた感想をまち協事務局へお寄せ下さい。
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